第７回北東アジア動態研究会のご案内
日時：２０１０年１１月２１日（日）午後１時３０分～４時３０分
場所：大阪経済法科大学東京麻布台セミナーハウス　３階大研修室

　　　（地下鉄日比谷線　神谷町駅下車　１番出口から飯倉方向に５分）

　　＊地図は添付ファイルに（開いて「表示」から左に９０度回転してください）
テーマ：北朝鮮はどこに行くのか
～垣間見た素顔の北朝鮮と北東アジアの今後～
報　告：共同通信社　編集局　委員　安尾　芳典
２１世紀社会動態研究所  主宰     木村　知義
　　　　（ビデオ映像による現地の最新情報とともに）　　　　　　　　　　　　　　
会費：１０００円（資料代・お茶代）
今回のテーマは北東アジアの今後を考える上で避けて通ることのできない重要なファクターとなる北朝鮮の動向と今後の行方についてです。
朝鮮民主主義人民共和国では９月２８日に朝鮮労働党代表者会がひらかれ、金正日氏が総書記に推戴されるとともに三男、正恩氏が中央軍事委員会副委員長に選ばれ、新たな党の指導体制と後継体制があきらかになりました。　

この党代表者会をはさんで、「朝鮮問題を考えるジャーナリスト懇話会」の一員として平壌を訪れた私たちが、そこで垣間見た朝鮮の現在（いま）についてビデオ映像を活用しながら報告し、ご参加の皆さんと意見交換、討論によって問題意識を深めてみたいと考えます。

２年後の２０１２年に「強盛大国への大門をひらく」ことを目標に掲げる北朝鮮は、１０月１０日の党創建６５周年にあたって海外メディアの取材を受け入れ世界の注目を集めました。それらの中継を目にしながら、あらためて北朝鮮は何をめざしどう動くのか、果たして変わるのか、変わるとすればどう変化していくのかなどいくつもの疑問や問題意識が浮かびあがりました。
今回の研究会では、現地で撮った平壌の今の様子にとどまらず、最新鋭工場の生産ラインや先端的農場などのビデオ映像も見ながら、経済、外交、安全保障など各分野の専門家からのヒヤリングの内容などをできるかぎり詳細に報告して、それらをもとに今後の朝鮮半島と北東アジアの動向を探るとともに日朝関係の今後についても考えていきたいと思います。
飛び石連休さなかの日曜日午後の開催となりますが、万障お繰り合わせのうえ、ぜひご参加をと念じます。
なお、今回の研究会の報告者として格段のご協力いただけることになった安尾芳典氏はソウル特派員経験に加え訪朝歴７回という朝鮮問題を専門とするジャーナリストです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２１世紀社会動態研究所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木村　知義
出欠のご連絡は、Ｅメールk-tomo@k4.dion.ne.jp　または、
私の携帯０８０－３１７４－９３３７に頂戴できれば幸甚に存じます。
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